
〇（対象活動項目に〇をつけてください。56に〇がつく場合、テーマにも〇をつけてください）。
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〇 水質保全 景観形成・生活環境保全
資源循環
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水路周辺の清掃 ＥＭ菌の培養作業

ＥＭ菌の培養作業 ＥＭ菌培養液の放流

その他情報 　下流域での貝類等の生息、それを捕食する鳥類が確認されている。

２．概要

企画の名称 　昭和・城山地区水路の水質保全

主な参加者 　本保全会会員を含む地域住民

３．活動の様子

活動組織
コメント

　目に見えない微生物から有用な種類を培養し、水路へ放流することで、動
植物プランクトンの発生、それを餌とする微小生物やエビ・カニ・貝類など
の生態系が復活する事を願い、本活動を継続している。

取組
　本年度は、１１月１２日に管理場所周辺の草刈りと有用微生物のＥＭ菌液
の培養、１１月１９日に放流の実施、同日に２回目のＥＭ菌の培養を実施、
１１月３０日に２回目の放流を実施し、下流域の水質改善を図った。

活動項目

遊休農地の有効活用
鳥獣害被害防止対策及び環境改善活動の強化
地域住民による直営施工
防災・減災力の強化

やすらぎ・福祉及び教育機能の活用
農村文化の伝承を通じた農村コミュニティの強化
都道府県、市町村が特に認める活動

農村環境保全活動の幅広い展開
〇 生態系保全56

水田貯留機能増進・地下水かん養

１．活動項目

（様式例１－２）

令和６年度　多面的機能の増進を図る活動　ＨＰ掲載広報シート

活動組織名 　坂部環境保全会

活動年月日 令和 ６ 年１１月１２、１９、３０日


